
大規模営農の効率化を支援する！

農作業のスケジューリングを支援するシステムの開発

道総研 産業技術研究本部 工業試験場

背 景

成 果

期待される効果

経常研究

・本道でも離農が急速に進んでおり、農地集積によって営農規模が拡大しています。
・営農規模の拡大によって、農作業スケジュールの効率化が営農コストに大きく影響します。

・道内大規模営農者の収益性向上によって、競争力の高い持続可能な農業に貢献します。
・道内情報処理産業の、農業分野に向けた新製品開発力向上に貢献します。

共同研究機関：（中央農業試験場）

システムの実行画面例

■ 大規模営農者の農作業スケジュール作成を大幅に簡易化
■ 道内IT企業に技術移転を開始しており、事業化を検討中

・各種機械の諸元・作付け量
・過去の作業履歴など
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随時修正

リスケジューリングのための解析機能
上：圃場内走行と圃場外走行の分別

下：圃場における単位作業毎の作業能率の推定
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作業機：カラット、作業種別：耕起
【理論作業量：1.65(ha/h)、圃場作業能率（平均）：1.32(ha/h)

（北海道農政部「農業機械導入計画策定の手引き」）】
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作業機：カラット 作業種別：耕起

理論作業量：1.65 ha/h
圃場作業能率(平均): 1.32 ha/h

北海道農政部「農業機械導入計画策定の手引き」

大規模営農者向け農作業スケジュール作成支援システムを開発
いつ・どこで
実作業？

作業能率は
良いか？

作業実施

解析
結果

走行軌跡
データ

・最適化された作業スケジュール
・各種機械数量の最適化

自動
生成

リスケジューリング

作業計画が
一目で分かる

スケジューリングを簡便に！
作業状況を適時に反映したい！

営農コストの削減！

＜ニーズ＞

・作業履歴データ
・作業能率推定データ
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問い合わせ：道総研 工業試験場 電話：011-747-2321


